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対
応
保
障
」
で
、
二
つ
目

は
、
被
共
済
者
に
重
度
後
遺

障
害
共
済
金
が
支
払
わ
れ
、

か
つ
、
共
済
期
間
中
に
復
学

し
学
業
を
継
続
す
る
と
き
に

支
払
う
「
学
業
復
帰
支
援
臨

時
費
用
」
だ
。
三
つ
目
は
、

被
共
済
者
が
、
ス
ト
ー
カ
ー

被
害
に
つ
い
て
警
察
に
届
出

し
、
被
害
拡
大
を
予
防
す
る

対
策
（
鍵
交
換
や
引
っ
越
し

等
）
を
し
て
い
る
等
、
所
定

の
条
件
を
満
た
す
場
合
に
支

払
う
「
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
見

舞
金
」
だ
（
い
ず
れ
も
、
共

済
期
間
一
年
を
通
じ
て
一
回

限
り
）
。

　
共
済
加
入
や
認
知
度
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
で
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
る
。
大
学
生
協
で
は
新
入

生
に
向
け
て
入
学
時
に
生
協

・
共
済
の
加
入
を
提
案
し
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ

て
か
ら
は
直
接
対
面
で
説
明

す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が

難
し
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

説
明
へ
移
行
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
対

面
で
の
説
明
に
比
べ
る
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
加
入
提
案

の
場
面
で
苦
戦
を
強
い
ら

れ
、
こ
こ
数
年
の
加
入
者
数

は
微
減
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
の
共
済
金

支
払
金
額
は
33
億
８
０
０
０

万
円
と
前
年
度
と
比
べ
て
減

少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
、
サ
ー
ク
ル

活
動
の
制
限
等
に
よ
り
、
事

故
・
ケ
ガ
に
よ
る
入
通
院
等

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
反

映
し
て
い
る
。
一
方
で
「
こ

こ
ろ
の
早
期
対
応
保
障
」

（
後
述
）
の
支
払
は
大
き
く

増
加
し
て
お
り
、
こ
こ
ろ
の

不
調
を
抱
え
る
学
生
が
増
え

て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

リ
ス
ク
低
減
に
向

リ
ス
ク
低
減
に
向

け
た
取
り
組
み

け
た
取
り
組
み

　
大
学
生
協
で
は
、
大
学
生

活
の
リ
ス
ク
低
減
に
向
け

て
、
大
学
機
関
や
行
政
・
地

域
の
協
力
を
得
て
、
各
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
健
康
・
安

全
・
事
故
防
止
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　
組
合
員
の
生
活
実
態
や
キ

ャ
ン
パ
ス
の
特
性
か
ら
、
学

生
の
通
学
手
段
で
あ
る
自
転

車
・
バ
イ
ク
の
無
料
点
検

（
業
者
に
よ
る
整
備
や
修

理
）
、
学
生
生
活
全
般
に
不

安
を
抱
え
て
い
る
１
年
生
・

２
年
生
へ
向
け
た
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
（
昼
食
を
と
り
な
が
ら

の
相
談
会
の
開
催
）
、
飲
酒

に
ま
つ
わ
る
事
故
を
減
ら
す

た
め
の
企
画
（
飲
酒
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
知
ら
せ
る

啓
発
活
動
）
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
、
全
国

の
大
学
で
は
緊
急
事
態
宣
言

等
に
よ
る
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の

入
構
制
限
が
断
続
的
に
行
わ

れ
、
学
生
は
こ
れ
ま
で
に
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
を
自
宅

で
毎
日
聴
講
す
る
な
ど
、
か

つ
て
は
想
像
も
で
き
な
か
っ

た
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
友

人
同
士
の
日
常
的
な
交
流
が

難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
各

大
学
生
協
で
行
わ
れ
て
い
る

健
康
・
安
全
・
事
故
防
止
の

取
り
組
み
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で

行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
。

最
近
の
主
な
ト
ピ

最
近
の
主
な
ト
ピ

ッ
ク
ス

ッ
ク
ス

　
最
近
の
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク

ス
は
、
22
年
４
月
に
、
日
本

コ
ー
プ
共
済
生
活
協
同
組
合

連
合
会
（
コ
ー
プ
共
済
連
）

と
の
共
同
引
受
に
よ
る
《
Ｃ

Ｏ
･
Ｏ
Ｐ
学
生
総
合
共
済
》

の
取
り
扱
い
が
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
生
ま

れ
た
と
き
に
コ
ー
プ
共
済
連

の
子
ど
も
向
け
の
制
度
に
加

入
し
、
大
学
に
進
学
し
た
ら

学
生
総
合
共
済
に
加
入
し
、

大
学
卒
業
後
に
は
再
び
コ
ー

プ
共
済
連
の
大
人
向
け
の
制

度
に
加
入
す
る
と
い
う
、
切

れ
目
な
い
保
障
を
実
現
し
、

共
済
の
事
業
規
模
を
拡
大
す

る
中
で
、
業
務
の
品
質
向
上

と
運
営
の
安
定
化
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
一
方
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
大
学
生
協
の
組
合

員
で
あ
る
学
生
も
、
各
大
学

生
協
も
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
。
全
国
大

学
生
協
連
の
総
会
で
は
「
大

学
生
協
『
再
生
』
基
本
方

針
」
が
決
定
さ
れ
、
各
大
学

リ
ス
ク
踏
ま
え
た

リ
ス
ク
踏
ま
え
た

三
つ
の
特
徴

三
つ
の
特
徴

　
同
会
が
取
り
扱
う
大
学
生

協
の
共
済
は
、
「
学
生
み
ん

な
が
健
康
で
安
全
に
大
学
生

活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
」
「
も
し
も
の
と
き

は
、
経
済
的
に
も
精
神
的
に

も
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
」

「
給
付
（
共
済
金
支
払
）
を

受
け
た
人
も
、
受
け
な
か
っ

た
人
も
、
共
済
の
活
動
を
通

じ
て
〝
た
す
け
あ
い
の
こ
こ

ろ
〟
を
実
感
し
社
会
に
巣
立

っ
て
ほ
し
い
」
「
人
の
気
持

ち
を
思
い
や
れ
る
人
間
に
な

っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
、
全

国
の
学
生
組
合
員
や
保
護

者
、
生
協
役
職
員
の
思
い
が

か
た
ち
と
な
っ
て
１
９
８
１

年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は

69
万
８
０
０
０
人
の
学
生
組

合
員
が
加
入
し
て
い
る
。

　「
Ｃ
Ｏ
･
Ｏ
Ｐ
学
生
総
合

共
済
」
に
お
け
る
大
学
生
活

の
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
三
つ

の
特
徴
の
一
つ
目
は
、
被
共

済
者
が
、
共
済
期
間
中
に
精

神
疾
患
の
治
療
を
目
的
と

し
、
病
院
ま
た
は
診
療
所
に

精
神
科
専
門
療
法
が
算
定
さ

れ
る
通
院
を
開
始
し
た
と
き

に
支
払
う
「
こ
こ
ろ
の
早
期

コ
ー
プ
共
済
連
と
切
れ
目
な
い
保
障
実
現

佐藤専務理事

　
全
国
大
学
生
協
共
済
生
活
協
同
組
合
連
合
会
（
大
学
生
協
共
済
連
）

は
、
２
０
０
８
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
も
と

で
、
そ
れ
ま
で
全
国
大
学
生
活
協
同
組
合
連
合
会
（
全
国
大
学
生
協

連
）
が
担
っ
て
き
た
共
済
事
業
を
行
う
た
め
に
２
０
１
０
年
に
設
立
さ

れ
た
共
済
専
業
の
連
合
会
だ
。
22
年
４
月
現
在
、
全
国
２
１
２
の
大
学

生
協
が
加
入
。
取
り
扱
っ
て
い
る
共
済
「
Ｃ
Ｏ
･
Ｏ
Ｐ
学
生
総
合
共

済
」
は
、
生
命
共
済
（
Ｇ
１
２
０
０
型
）
で
、
対
象
を
学
生
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
病
気
や
ケ
ガ
を
24
時
間
３
６
５
日
、
学
内
外
・
国
内
・

海
外
問
わ
ず
保
障
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
大
学
生
活
の
リ
ス
ク
に
対
応

す
る
三
つ
の
特
徴
も
備
え
て
い
る
。

健
康
で
安
全
な
大
学
生
活
支
援

「
Ｃ
Ｏ･
Ｏ
Ｐ
学
生
総
合
共
済
」提
供

２日本共済協会30周年
大学生協共済連

取
り
扱
い
を
開
始
し
た
「
Ｃ
Ｏ
･
Ｏ
Ｐ
学
生
総
合
共
済
」

生
協
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

事
業
と
組
織
の
危
機
を
乗
り

越
え
、
組
合
員
の
く
ら
し
の

向
上
を
実
現
す
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
佐
藤
和
之
専
務
理
事
は
、

「
わ
た
し
た
ち
大
学
生
協
共

済
連
と
し
て
は
、
大
学
生
協

『
再
生
』
の
実
現
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
18
年
に
策
定

し
た
『
た
す
け
あ
い
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
』
に
掲
げ
る
、

①
た
す
け
あ
い
の
輪
で
つ
く

り
あ
う
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ

②
組
合
員
・
加
入
者
の
声
が

あ
る
か
ら
こ
そ
広
が
る
た
す

け
あ
い
の
想
い
③
大
学
生
協

共
済
と
の
関
わ
り
で
育
ま
れ

る
学
生
の
成
長
―
の
実
現
の

た
め
に
、
コ
ー
プ
共
済
連
と

引
き
続
き
共
同
・
協
力
し

て
、
学
生
組
合
員
の
困
っ
た

と
き
に
さ
ら
に
お
役
に
立
て

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
し
て
い
る
。


